
プログラムの内容等に関する確認結果及び対応案 

１ 医事課長通知チェックリスト 

確認・検討等項目 確認結果 機構への報告・意見等（案） 

１ 

５都府県（東京都、神奈川県、愛知県、大阪府、福岡県）の各基本領域

学会（外科、産婦人科、病理、臨床検査を除く）専攻医総数が、原則とし

て過去５年の専攻医採用実績の平均値を超えないような募集定員数とな

っているか。 

機構から過去５年の専攻医採用実績が送られて来ないため、

確認できず。 

過去５年間の専攻医採用実績の送付がないた

め、都道府県協議会での確認及び調整は行うこ

とができなかった旨を報告。 

機構へ５年間の採用実績による募集定員の上

限について、見直すよう意見を提出。

２ 

従来の学会認定制度において専門医を養成していた医療機関が、専攻医

の受入れを希望する場合は、連携施設となっているか。 

従来の専門医を養成していた医療機関で、受入れを希望して

いるが、１６件が連携施設となっていない。（10 月 18 日現在）

今後、個々に県にて調整をしていく予定。 

＜資料２－２＞（一部確認中＞ 

従来の専門医を養成していた医療機関のう

ち、○施設が受け入れを希望しているが、新制

度において連携施設となっていない旨を報告。 

これらの施設については、今後、個々に調整

をしていく予定であるが、調整がつかない場合

は、機構及び学会における調整を別途、依頼。 

３ 

内科、小児科、精神科、外科、整形外科、産婦人科、麻酔科及び救急科

については、都道府県ごとに複数の基幹施設が置かれているか。 

※厚生労働省から出されたＱ＆Ａにおいて、複数の基幹施設の中には、

大学病院以外の病院が必要との見解が示されている。 

精神科以外の診療科については、大学病院とそれ以外の病院

で基幹施設が複数設置されている。 

精神科については、基幹施設が大学病院のみ４か所となって

いる。 

＜資料１＞ 

愛知県精神科病院協会への照会では特に意見はなかった。 

精神科以外の領域では大学病院以外も含め複

数設置されている旨を報告。 

精神科については、大学病院のみとなってい

るため、大学病院以外が基幹施設になれるよう

調整を依頼。 

４ 

特別な症例を経験するために必要になる等の事情がなければ、原則とし

て、基幹施設での研修は６か月以上となっているか。連携施設での研修は

原則一カ所につき３か月未満となっていないか。 

小児科始め１１領域で、一部、研修期間が６か月、３か月以

上となっていないプログラムがある。（10 月 18 日現在） 

＜資料２－３＞（一部確認中） 

領域によっては、研修期間が基準どおりとな

っていないプログラムがある旨を報告。 

連携施設での期間が足りないプログラムにつ

いて、必要に応じ期間を修正するよう調整を依

頼。 

５ 

プログラムに記載されている経験目標に、病診・病病連携、地域包括ケ

ア、在宅医療、都市部以外などでの医療経験が含まれているか。 

内科始め９領域で、一部、地域での医療経験等が含まれてい

ないプログラムがある。（10 月 18 日現在） 

＜資料２－３＞（一部確認中） 

領域によっては、地域での医療経験等が含ま

れていないプログラムがある旨を報告。 

地域での医療経験等が含まれていないプログ

ラムについて、必要に応じて地域での医療経験

を含むよう調整を依頼。 

２ 運営委員会（県）追加項目 

確認項目 確認結果 対応（案） 

１ 

地域枠医師及び自治医大医師による支援が必要と想定される病院等に

おける地域医療の確保に特に関連する基本領域診療科（内科、小児科、外

科、整形外科、産婦人科、麻酔科、救急科、総合診療）の研修施設群への

参加状況が適切か。 

一宮市立木曽川病院以外の病院は、それぞれ１以上の領域の

連携施設となっている。 

＜資料２－４＞ 

ほぼ全ての病院が１以上の領域で連携施設と

なっており、今後は、専攻医の受入状況などを

確認。 

資料２ １



旧制度における専門研修施設のうち、新制度の研修施設群に不参加の医療機関

連携施設
の要件を満
たさない

専攻医育
成の見込
みがない

その他 確認中 あり なし 確認中

内科 0

小児科 0

皮膚科 4 2 2 2 2

精神科 11 3 1 7 2 2 7

外科 9 2 1 6 1 2 6

整形外科 11 3 2 3 3 3 5 3

産婦人科 1 1 1 0

眼科 9 3 1 2 3 0 6 3

耳鼻咽喉科 8 6 1 1 5 2 1

泌尿器科 8 3 5 1 2 5

脳神経外科 0

放射線科 0

麻酔科 12 3 9 1 2 9

病理 1 1 1

臨床検査 2 1 1 1 1

救急科 2 1 1 1 1

形成外科 0

リハビリテーション科 1 1 1

延べ機関数 79 18 8 13 40 16 23 40

実機関数 65

研修施設群不参加の理由 新制度参加希望新制度に
おいて

研修施設群
不参加機関数

診療科

（平成29年10月18日時点）



専門研修　基本領域別　プログラムの経験目標及び研修期間の設定状況

基幹
(6か月以上)

連携
(必ず3か月以上)

研修期間が
基準をクリア
していない
プログラム数

基幹施設に
確認中

病診・病病
連携

地域包括ケア 在宅医療
都市部以外の
医療経験

経験目標の
設定がない
プログラム数

基幹施設に
確認中

内科 34 31 31 0 3 30 25 25 23 1 3

小児科 13 12 8 4 1 9 3 5 8 0 1

皮膚科 5 5 4 1 0 2 0 0 1 2 0

精神科 4 4 4 0 0 3 3 2 2 0 0

外科 20 19 19 0 1 18 16 17 13 1 1

整形外科 5 5 5 0 0 2 1 1 4 1 0

産婦人科 8 7 5 2 1 7 6 5 7 0 1

眼科 6 6 2 4 0 6 0 0 4 0 0

耳鼻咽喉科 4 4 4 0 0 4 2 0 1 0 0

泌尿器科 4 4 4 0 0 4 3 1 4 0 0

脳神経外科 4 4 3 1 0 1 1 1 1 2 0

放射線科 4 4 3 1 0 2 0 0 2 2 0

麻酔科 9 8 7 1 1 1 0 0 4 4 1

病理 5 4 3 2 0 4 1 1 3 0 0

臨床検査 3 1 0 3 0 1 1 0 1 2 0

救急科 9 9 8 1 0 6 5 2 7 1 0

形成外科 3 3 3 0 0 2 0 1 3 0 0

リハビリテーション科 5 4 3 1 1 4 3 2 4 0 1

総合診療 11 10 10 0 1 9 9 10 10 0 1

計 156 144 126 21 9 115 79 73 102 16 9

（平成29年10月18日時点）

基幹施設数
（プログラム数）

基本領域

プログラムの経験目標研修期間

資料２ ３



地域枠医師及び自治医大医師による支援が必要と想定される医療機関別・診療科別　専門研修プログラム参加状況一覧

※基幹施設になっていれば、「基幹」に○、「連携施設」「他県の連携施設」の数字は連携しているプログラム数、総合診療は連携施設になっていれば「□」

基幹 連携
他県の
連携

基幹 連携
他県の
連携

基幹 連携
他県の
連携

基幹 連携
他県の
連携

基幹 連携
他県の
連携

基幹 連携
他県の
連携

基幹 連携
他県の
連携

基幹 連携
他県の
連携

津島市民病院 2 1 2 2 1 1 2

あま市民病院 2 1

一宮市立木曽川病院

稲沢市民病院 2 1 3 2 1

愛知県厚生農業協同組合連合会
稲沢厚生病院 5 2 1 □ 1 1

2306尾張北部 小牧市民病院 1

半田市立半田病院 1 1

常滑市民病院 4 1 2 2 1

公立西知多総合病院 4 4 2 1 1 1 1

愛知県厚生農業協同組合連合会
知多厚生病院 5 2 1 □ 1

愛知県厚生農業協同組合連合会
豊田厚生病院 ○ 5 ○ 1 2 ○ 1 1 1

愛知県厚生農業協同組合連合会
足助病院 5 □

みよし市民病院 3 2 1

碧南市民病院 4 2 2 1 1 1

西尾市民病院 2 4 2 1 1 □ 1

2310西三河南部東 愛知県がんセンター愛知病院 1 2 2

新城市民病院 6 1 1 1 ○ □

東栄町国民健康保険東栄病院 4 □

豊川市民病院 1

蒲郡市民病院 4 2 2 1 1

愛知県厚生農業協同組合連合会
渥美病院 3 3 2 2 1

独立行政法人国立病院機構豊橋
医療センター 3 1 3 1 1 1 1

※太字の医療機関はへき地医療拠点病院

※囲みは自治医大卒医師の赴任先候補病院

※斜線の診療科は赴任が想定されない診療科

2311東三河北部

2312東三河南部

2308西三河北部

外科 整形外科
二次医療圏 医療機関名

内科

2302海部

2305尾張西部

2307知多半島

2309西三河南部西

産婦人科麻酔科 小児科救急科 総合診療

資料２ ４


